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【趣 旨】 

特養に生活の場を求めた施設長たちが、宅老所やグループホームの小規模ケアに出会い、魅

せられて、それを特養などの大規模施設に取り入れて誕生したのがユニットケア。その「ユニ

ットケアとは何か」を初めて世に問うたのが、１９９９年１０月に福島県郡山市で開催した第

１回セミナーであった。 

それからわずか数年の間に、ユニットケアは今や「日本の高齢者介護革命」とも呼ばれ、制

度的な整備が急速に進められ、全室個室・ユニットケアの「小規模生活対応型特養」の誕生は、

１９６３年に制定された老人福祉法の方向を大きく転換したのである。 

第５回目のセミナーとなる今回は、施設における高齢者や障害者、子どものその人らしい普

通の暮らしの実践を深めるとともに、誰もが地域の中で暮らすことを、どのように支援し推進

していくことが施設に求められているのかを模索していきます。 

障害や施設の種別を超えて、実践者と研究者、行政などとのパートナーシップを深めながら

進める今回のセミナーは、次の３つの視点をポイントに構成している。 

 

1. ユニットケア（小舎制）で、「その人らしい暮らし」はどのように実現されているのか 

を、高齢者や障害者、子どもの施設の実践から検証します。 

2. 住民･実践者･研究者･政策担当者が、さまざまな角度からユニットケアを議論し合い、 

これからの高齢者の住まいと暮らしを考え合います。 

3. ユニットケアの先に見えてきた「地域で暮らすためのケア」の実際から、これからの 

施設に期待されるケアの方向を模索します。 

 

 

【期 日】 ２００３年９月６日（土）１２：３０～９月７日（日）１５：４０ 
 

【会 場】 高知県立県民文化ホール 他 
 

【主 催】 「第５回ユニットケア全国セミナー」実行委員会 
 

【共 催】 特養・老健・医療施設ユニットケア研究会 

地域サテライトケア推進サミット 

安心した生活と住みやすい地域を作る実践会議 

宅老所・グループホーム全国ネットワーク 

自分らしいその人らしい地域生活支援ネットワーク 

全国地域生活支援ネットワーク 

「地域とのつながりを継続したその人らしい暮らし」をめざして

～ユニットケアで変わる入居者の暮ら しと施設のあり方を考える～



2 

 

〔１日目：９月６日／土〕 

時  間 内    容 

12:30～12:50 開会   

12:50～14:00 基調ディスカッション   

 「一人ひとりに向き合い、寄り添うユニットケアへの誘い」 

 ※ユニットケアを取り入れた施設の実践内容をわかりやすく解説します。 

 ◆パネラー   

 社会福祉法人さざんか会（千葉県） 理事長 宮 代 隆 治 

 特養・森の里高知（高知県） 介護副主任 山 本 貴 一 

 特養・いずみの園（大分県） 介護課長 岩 崎 深 雪 

 ♪コーディネーター   

 特養・老健・医療施設ユニットケア研究会 代 表 武 田 和 典 

14:00～14:20 休憩   

14:20～15:50 セッションⅠ   

 「ユニットケアで、その人らしい暮らしはどのように実現しているか」 

 ※ユニットケアの実践は、どのように取り組まれているのか、その結果利用者の暮らしはどの

ように変化したのか、取り組みの苦労は何か、そのうえでその人らしい暮らしはどの程度実

現しているのかを、丁寧に紹介します。 

 ◆パネラー   

 特養・風の村（千葉県） 施設長 秋 葉 都 子 

 サービスセンターぱる（神奈川県） 所 長 根 来 正 博 

 きのこ老人保健施設（岡山県） 婦 長 藤 沢 千恵子 

 ♪コーディネーター   

 季刊・痴呆性老人研究 編集長 泉 田 照 雄 

15:50～16:10 休憩   

16:10～18:00 高知発！特別セッション   

 「その人らしい暮らしを支え合う実践と、中山間地域のまちづくり人づくり」 

 ※高知県内での取り組みを中心に全国へ発信し、中山間地域の問題を掘り下げます。 

 ◆パネラー   

 せんだんの杜（宮城県） 副杜長 池 田 昌 弘 

 梼原町（高知県） 町 長 中 越 武 義 

 高知県 知 事 橋 本 大二郎 

 厚生労働省老健局 局 長 中 村 秀 一 

 ♪コーディネーター   

 ジャーナリスト  村 田 幸 子 

19:00～21:00 懇親会   
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〔2日目：9月 7日／日〕 

時  間 内    容 

09:30～12:00 分科会   

 【第１分科会】ユニットケアの導入法（生活環境づくりと寄り添うケア） 

 ◆パネラー   

 特養・足立新生苑（東京都） 特養課長 柴 田 美 代 

 特養・虹ヶ丘（京都府） 介護主任 上 野 千 鶴 

 特養・とそ清風園（鹿児島県） 主任生活相談員 岡 山 隆 二 

 ◇サポーター   

 株式会社莫設計同人（京都府） 代表取締役 松 村 正 希 

 ♪コーディネーター   

 特養・老健・医療施設ユニットケア研究会 代 表 武 田 和 典 

    

 【第２分科会】ユニットケアの介護スタッフの育成法（スーパーバイズ） 

 ◆実践報告者   

 特養・双樹苑（三重県） 介護支援専門員 大 田 京 子 

 特養・恵寿苑（山口県） ユニットリーダー 三 村 美穂子 

 （調整中）   

 ◇サポーター   

 厚生労働省老健局計画課 課長補佐 石 原 美 和 

 ♪コーディネーター   

 季刊・痴呆性老人研究 編集長 泉 田 照 雄 

    

 【第３分科会】ユニットケアの建物としつらえ（新設・改修） 

 ◆実践報告者   

 特養・さくら園（三重県） 生活相談員 金 谷 龍太郎 

 特養・サンビレッジ新生苑（岐阜県） 施設長 太 田 澄 子 

 （調整中）   

 ◇サポーター   

 和歌山大学工学部 教 授 足 立  啓 

 ♪コーディネーター   

 特養・幸豊ハイツ（北海道） 総合施設長 大久保 幸 積 
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09:30～12:00 【第４分科会】ユニットケアの理念と経営（理事長・施設長にはぜひ） 

 ◆実践報告者   

 社会福祉法人たすけあい倶楽部（千葉県） 理事長 池 田  徹 

 特養・けま喜楽苑（兵庫県） 理事長 市 川 禮 子 

 老健・きのこ老人保健施設（岡山県） 施設長 篠 崎 人 理 

 ◇サポーター   

 高知県老人福祉施設連絡協議会 副会長 畠 山  寛 

 高知県老人保健施設協議会 会 長 山 本 恵 子 

 高知県介護療養型医療施設研究会 会 長 山 村 栄 一 

 ♪コーディネーター   

 特養・ももやま（京都府） 施設長 山 田 尋 志 

    

 【第５分科会】施設から地域に通う逆デイサービスの実際 

 ◆実践報告者   

 特養・同和園（京都府） 副園長 橋 本 武 也 

 細木病院（高知県） 看護部長 棚 田 秀 子 

 デイホーム鏡川（高知県） 代 表 佐 藤 政 子 

 （調整中）   

 ◇サポーター   

 （調整中）   

 ♪コーディネーター   

 特養・ヘリオス（高知県） 総合施設長 佐 藤 恵実子 

    

 【第６分科会】サテライトユニットケアのサテライトの実際 

 ◆実践報告者   

 特養・こぶし園（新潟県） 園 長 小 山  剛 

 かりがね学園（長野県） 園 長 樋 口 俊 文 

 （調整中）   

 ◇サポーター   

 全国社会福祉協議会 地域福祉部長 齋 藤 貞 夫 

 京都大学工学部 助 手 三 浦  研 

 ♪コーディネーター   

 第二小山田特別養護老人ホーム（三重県） 施設長 西 元 幸 雄 
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09:30～12:00 【第７分科会】都市や中山間地の切り札／地域密着小規模多機能ホームの実際 

 ◆実践報告者   

 生活支援ハウス風（徳島県） 代 表 喜 馬 理 佳 

 きなっせ（熊本県） 代 表 川 原 秀 夫 

 特養・アザレアンさなだ（長野県） 施設長 宮 島  渡 

 ◇サポーター   

 厚生労働省老健局 企画官 藤 原 禎 一 

 ♪コーディネーター   

 高知女子大学看護学部 教 授 井 上  郁 

    

 【第８分科会】当事者参加・住民参加でつくる地域ケアの実際 

 ◆実践報告者   

 コスモスの家（神奈川県） 代 表 渡 辺 ひろみ 

 このゆびとーまれ（富山県） 代 表 惣 万 佳代子 

 宝塚市社会福祉協議会 事務局次長 佐 藤 寿 一 

 ◇サポーター   

 高知女子大学社会福祉学部 助教授 玉 里 恵美子 

 ♪コーディネーター   

 全国社会福祉協議会地域福祉部 副部長 渋 谷 篤 男 

    

 【第９分科会】自治体の支援と協働   

 ◆報告者   

 宮城県保健福祉部保健福祉総務課地域生活支援室 室長補佐 本 間 照 雄 

 千葉県健康福祉部健康福祉政策課政策室 主幹兼室長 野 村 隆 司 

 三重県健康福祉部長寿社会チーム在宅・施設サービスグループ 主 幹 中 津 章 三 

 高知県健康福祉部高齢者福祉課 課 長 大 石 好 一 

 高知市健康福祉部元気生きがい課 課 長 山 下 喜代光 

 ♪コーディネーター   

 大阪府立大学社会福祉学部 専任講師 藤 井 博 志 

12:00～13:00 昼食   
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13:00～14:50 これからを考えるまとめのディスカッション   

 「日本の施設革命／ユニットケアの先に見える、その人らしい地域での暮らしの可能性を探る」

 ※デイサービスでのショートステイ（ナイトケア）を軸にした小規模多機能ホーム、サテライ

ト・ユニットケア（全室個室）、逆デイサービスなどなどの、「地域で暮らす」ための新しい

方向とその可能性を探るとともに、あらためて、ユニットケアの意味を問い返し、明日から

の元気を持ち帰る議論を展開する。やるしかない。 

 ◆パネラー   

 特養・せんだんの杜（宮城県） 高齢福祉部長 小野寺 道 子 

 特養・アザレアンさなだ（長野県） 介護事業課リーダー 黒 岩 永里子 

 きのこエスポアール病院（岡山県） 病院長 佐々木  健 

 コロニー雲仙（長崎県） 理事長 田 島 良 昭 

 厚生労働省老健局振興課 課 長 香 取 照 幸 

 ♪コーディネーター   

 大阪大学大学院 教 授 大 熊 由紀子 

14:50～15:00 閉会   

 

 

参加定員       １，４００人 

 

参加費       １５，０００円（一般参加／当日資料・参考資料を含む） 

          １２，０００円（交流会員／１会員１名のみ） 

 

懇親会        ８，０００円 

 


